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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成24年12月20日(2012.12.20)

【公開番号】特開2010-127281(P2010-127281A)
【公開日】平成22年6月10日(2010.6.10)
【年通号数】公開・登録公報2010-023
【出願番号】特願2009-265887(P2009-265887)
【国際特許分類】
   Ｆ０１Ｄ   5/06     (2006.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/00     (2006.01)
   Ｂ２１Ｄ  39/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０１Ｄ   5/06    　　　　
   Ｆ０１Ｄ  25/00    　　　Ｘ
   Ｂ２１Ｄ  39/00    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月1日(2012.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蒸気タービンホイール（５２）の蒸気平衡孔である貫通孔（５４）を変更するためのイ
ンサート（１０）であって、
　長手方向軸線（１４）と、両側に配置された第１及び第２の端部（１６、１８）と、前
記第２の端部（１８）から半径方向に延びるフランジ（２０）と、前記第１の端部（１６
）と前記第２の端部（１８）にある前記フランジ（２０）との間の周辺にある外側表面（
２２）とを有する本体（１２）と、
　前記本体（１２）内にあり且つ前記第１の端部（１６）において第１の開口（２８）を
定め、前記本体（１２）の外側表面（２２）と共に協働してその間に半径方向外向きの方
向で塑性変形することができる壁（３２）を定める第１のボア（２４）と、
　前記本体（１２）内にあり且つ前記第１のボア（２４）と連通し、該第１のボア（２４
）よりも小さな断面を有する第２のボア（２６）と、
を備えたインサート（１０）。
【請求項２】
　前記第２のボア（２６）が、前記本体（１２）の第２の端部（１８）で第２の開口（３
０）を定め、前記第１及び第２のボア（２４、２６）が、前記本体（１２）を通る連続し
た長手方向通路を定め、前記第２の開口（３０）が、前記第１の開口（２８）よりも小さ
な断面積を有する、請求項１記載のインサート（１０）。
【請求項３】
　前記第２のボア（２６）がネジ付き止め穴（２６）である、請求項１記載のインサート
（１０）。
【請求項４】
　前記貫通孔（５４）が、蒸気タービンロータホイール（５２）における蒸気平衡孔（５
４）である、請求項１乃至請求項３のいずれか１項記載の記載のインサート（１０）。
【請求項５】
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　請求項１乃至請求項４のいずれか１項記載のインサート（１０）が設置される蒸気平衡
貫通孔（５４）を有する蒸気タービンロータホイール（５２）。
【請求項６】
　蒸気タービンホイール（５２）の前記貫通孔（５４）に請求項１乃至請求項４のいずれ
か１項記載のインサート（１０）を設置する方法であって、
　前記インサート（１０）の第１の端部（１６）が前記蒸気タービンホイール（５２）の
第１の側部（６４）から突出し且つ前記インサート（１０）の反対側に配置された第２の
端部（１８）から半径方向に延びたフランジ（２０）が前記蒸気タービンホイール（５２
）の反対側に配置された第２の側部（６２）に当接するように、前記インサート（１０）
を前記貫通孔（５４）に配置する段階と、
　前記インサート（１０）の本体（１２）内部の第１のボア（２４）にシャフト（３６）
を挿入する段階と、
　前記インサート（１０）の外側表面（２２）によって定められる壁（３２）を、前記シ
ャフト（３６）を用いて前記第１のボア（２４）にフレアリング手段（３８）を引き込ん
で前記壁（３２）と係合させて、前記壁（３２）を半径方向外向きの方向に塑性変形する
ようにして前記壁（３２）を前記外側表面（２２）と前記第１のボア（２４）との間で押
し広げることによって、前記インサート（１０）を前記貫通孔（５４）内に固定する段階
と、
　前記フレアリング手段（３８）及び前記シャフト（３６）を前記インサート（１０）か
ら取り外す段階と
を含む方法。
【請求項７】
　前記挿入段階が、前記第１のボア（２４）を通って前記シャフト（３６）を挿入し、該
シャフト（３６）の第１の端部（４０）を前記第２のボア（２６）内に固定する段階を含
む、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記シャフト（３６）の第２の端部（４２）が、前記挿入段階の結果として前記第１の
ボア（２４）から突出し、前記固定段階が、前記シャフト（３６）の第１の端部（４０）
に向けて前記フレアリング手段（３８）を押し出すための手段（４４）を前記シャフト（
３６）の第２の端部（４２）に装着する段階を含む、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記挿入段階が、前記第１及び第２のボア（２４、２６）を完全に貫通して前記シャフ
ト（３６）を挿入し、前記シャフト（３６）の両側に配置された第１及び第２の端部（４
０、４２）が前記蒸気タービンホイール（５２）の第１及び第２の側部（６４、６２）そ
れぞれで突出するようにする段階を含み、
　前記固定段階が、前記シャフト（３６）の第１の端部（４０）に前記フレアリング手段
（３８）を装着し、前記押し出し手段（４４）に向けて前記フレアリング手段（３８）を
引っ張る手段（４４）を前記シャフト（３６）の第２の端部（４２）に装着する段階を含
む、請求項６記載の方法。
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